
広報かみかわ 平成22年 9月 1日

14

神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

さ
わ
や
か
体
験　

秋
の
テ
ン
ト

〜
子
ど
も
だ
け
で
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
〜

日
時　

10
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時

　

〜
３
日
（
日
）
午
後
２
時

内
容　

子
ど
も
だ
け
で
の
キ
ャ
ン
ピ

　

ン
グ
や
野
外
炊
事
な
ど
の
自
然
体

　

験
活
動
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健

　

全
育
成
を
図
る
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

定
員　

50
人
（
抽
選
）

費
用　

３
，
０
０
０
円
程
度

受
付　

９
月
10
日
（
日
）
ま
で

問
合
せ　

県
立
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
３
４
４
２

FAX
０
４
９
５
‐
７
７
‐
４
９
０
７

第
７
回
神
流
川
「
農
と
水
の
ふ

れ
あ
い
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

　

心
安
ら
ぐ
農
業
用
水
路
の
せ
せ
ら

ぎ
や
、
美
し
い
農
村
景
観
を
楽
し
み

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
途
中
、
ク
ジ
ャ
ク
草
摘
み

取
り
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
受
付
＝
午

　

前
８
時
45
分
、
出
発
＝
９
時
15
分

集
合　

神
川
ゆ
〜
ゆ
〜
ラ
ン
ド

見
学
先　

農
業
用
水
関
連
施
設

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
傷
害
保
険
代

　

等
、
当
日
徴
収
、
お
土
産
付
き
）

申
込
み
・
問
合
せ　

10
月
７
日
（
木
）

　

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
、
参
加

　

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

　

左
記
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
３
６
７
‐
０
２
３
５

神
川
町
新
宿
１
２
５

埼
玉
北
部
土
地
改
良
区
連
合

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
３
５
０
０

＊
参
加
の
可
否
は
、
は
が
き
に
て
通

知
し
ま
す
。
（
少
雨
決
行
）

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時　
９
月
24
日
（
金
）・
28
日

　
（
火
）・
10
月
５
日
（
火
）・
12
日

　
（
火
）・
19
日
（
火
）
の
全
５
回

①
講
習
は
９
月
24
日
、
午
後
１
時
30

　

分
〜
３
時
30
分

②
実
技
は
２
回
目
以
降
、
午
前
９
時

　

30
分
〜
11
時
頃

場
所　

本
庄
保
健
所

内
容　

①
講
習
「
法
令
、犬
の
習
性
・

　

行
動
、
し
つ
け
方
な
ど
」
②
実
技

　

 

「
基
本
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

※
講
習
参
加
者
は
、
１
回
目
の
み
、

　

実
技
参
加
者
は
全
５
回
で
生
後
６

　

か
月
以
上
１
年
未
満
の
愛
犬
と
飼

　

い
主
が
対
象
。

定
員　

30
人
（
内
、
実
技
８
人
）

参
加
費　

無
料
、
実
技
希
望
者
は
傷

　

害
保
険
加
入
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

本
庄
保
健
所

☎ 

０
４
９
５
‐
２
２
‐
６
４
８
１

埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
技
術

専
門
校
入
校
生
募
集

　

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

２
年
コ
ー
ス
の
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。
専
門
校
で
は
、
就
職
に
必
要
な

知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
実

技
を
中
心
と
し
た
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目
・
定
員　

木
造
建
築
科
20

　

人
、
自
動
車
整
備
科
25
人

対
象　

概
ね
30
歳
ま
で
の
求
職
者

（
自
動
車
整
備
科
は
、
高
等
学
校

卒
業
以
上
（
見
込
み
を
含
む
）
の

者
）

願
書
受
付
期
間　

10
月
１
日
（
金
）

　

〜
21
日
（
木
）

選
考
日
時　

10
月
28
日
（
木
）　

　

午
前
９
時
〜

選
考
場
所　

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
国
語
と
数

　

学
）
及
び
面
接
試
験

入
校
日　

平
成
23
年
４
月
８
日

施
設
見
学　

随
時
受
付
可

問
合
せ　

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
４
８
‐
５
３
２
‐
６
５
５
９

普
通
救
命
講
習
会
開
催

「
命
の
助
け
方
」
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

実
施
区
分
・
日
時

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
受
講
時
間
３
時
間
）

　

10
月
９
日
、
12
月
18
日
、
平
成
23

　

年
２
月
12
日
（
各
土
曜
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜

・
普
通
救
命
講
習
Ⅱ（
受
講
時
間
４
時
間
）

　

11
月
５
日
、
平
成
23
年
１
月
14
日
、

　

３
月
18
日
（
各
金
曜
日
）

　

午
前
９
時
〜

実
施
場
所

　

本
庄
市
児
玉
町
蛭
川
９
１
５
‐
１

　

児
玉
郡
市
広
域
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象　

児
玉
郡
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

　

在
学
す
る
中
学
生
以
上
の
方

申
込 

各
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で

　

随
時
受
付
。
定
員
（
30
人
）
に
な

　

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
団
体
申
込
は
概
ね
15
人
以
上
で
随

　

時
受
付
け
を
し
ま
す
。

申
込
場
所
・
問
合
せ

　

本
庄
市
西
冨
田
４
４
１
‐
１

　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

　

本
庄
南
分
署

☎
０
４
９
５
‐
２
４
‐
１
０
９
８

募
　
　
集
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町
の
文
化
財

文
化
財
展
示
室
を
見
る
⑲

　
―
　
瓦
　
―
―

　

瓦
は
、
飛あ
す
か鳥

時
代
に
仏
教
と
と
も

に
百く
だ
ら済

か
ら
伝
来
し
、
飛あ
す
か
で
ら

鳥
寺
（
奈

良
県
明
日
香
村
）
で
初
め
て
使
わ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら

一
四
五
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

飛
鳥
時
代
で
は
、
瓦
を
葺ふ

く
建
物
は

寺
院
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
奈

良
時
代
に
な
る
と
、宮
殿
や
官か
ん
が衙（
役

所
）
な
ど
に
も
瓦
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
城じ
ょ
う
ど
の
は
い
じ

戸
野
廃
寺
（
伝

緑み

ど

の

じ

野
寺
旧
跡
・
大
字
新
宿
）、

皂さ
い
か
ち
は
ら

樹
原
遺
跡
（
大
字
元
阿
保
）、

精し
ょ
う
じ
ん
ば

進
場
遺
跡
（
大
字
新
里
）
な
ど
か

ら
、
奈
良
時
代
の
瓦
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
代
、
瓦
を
葺
く
建
物

は
、
寺
院
や
役
所
な
ど
の
建
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
跡
は
み
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
付
近
に
寺
院
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

展
示
品
は
、
皂
樹
原
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
軒の
き
ま
る
が
わ
ら

丸
瓦
と
軒の
き
ひ
ら
が
わ
ら

平
瓦
で
す
。
こ

れ
ら
は
軒
先
を
飾
る
丸
瓦
と
平
瓦
で
、

ね
ん
き
ん
だ
よ
り

瓦が
と
う
め
ん

当
面
に
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

軒
丸
瓦
は
、
ハ
ス
の
花
を
表
現
し

た
蓮れ
ん
げ
も
ん

華
文
で
、
複ふ
く
べ
ん弁
七
葉よ
う

（
写
真

上
）・
複
弁
八
葉
（
写
真
下
左
、
径

約
一
八
㎝
）・
単た
ん
べ
ん弁

十
六
葉
（
写
真

下
右
）
が
あ
り
ま
す
。
花
び
ら
の
中

の
子し
よ
う葉
の
数
が
一
枚
の
も
の
を
単
弁
、

二
枚
の
も
の
を
複
弁
と
い
い
、「
葉
」

は
花
び
ら
の
数
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。

　

軒
平
瓦
に
は
、
重じ
ゅ
う
こ
も
ん

孤
文
、
花は
な
び
し菱
文
、

唐か
ら
く
さ草

文
が
あ
り
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
の
文
化
財
展
示
室
は
、

町
の
歴
史
を
知
る
絶
好
の
場
所
で
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
見

学
の
際
に
は
公
民
館
事
務
室
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
５
５
９

年
金
受
給
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
…

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
死
亡
に

よ
り
な
く
な
り
ま
す
。
遺
族
の
方

は
、
「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
は
受
け
て
い
る
方
が

死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま

す
。
受
け
ら
れ
る
年
金
が
残
っ
て
い

る
と
き
は
、
死
亡
当
時
受
給
者
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
方
に

支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
「
未
支
給
年

金
・
保
険
給
付
申
請
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

死
亡
届
を
提
出
す
る
場
合

添
付
書
類　

①
年
金
証
書
、
②
死
亡

　

の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
書
類
。

※
届
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い

　

に
な
り
、
遺
族
の
方
な
ど
に
返
納

　
　
　
　
　
　

　

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま  

　

す
。
ま
た
、
こ
の
届
出
は
戸
籍
や

　

住
民
票
の
死
亡
届
と
は
別
に
必
要

　

な
も
の
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く

　

だ
さ
い
。　
　

未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

　

「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類　

前
述
の
①
、
②
に
加
え
、

　

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の

　

身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍

　

謄
本
、
④
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

　

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
住
民

　

票
等
）。

※
こ
れ
以
外
の
書
類
が
必
要
に
な
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

　

は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
健
康
課 

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
１
１
３

支
所　

地
域
総
務
課

☎
０
２
７
４
‐
５
２
‐
３
２
７
１

埼
玉
国
民
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
‐
５
２
５
‐
１
８
４
４


